
○岡田議長 次に、森谷議員。

〔森谷議員質問席へ〕

○森 谷議 員 新 ファ ミ リア、 森谷 司で ござい ます 。今日 は大 要３

点の質問させていただきますので、よろしくお願いいたします。

最初に、地域おこし協力隊について質問させていただきます。

こ れは 、鳥取 市と か 琴浦町 にち ょっ といろ んな 御縁が あっ て、

地域 おこ し協力 隊の こ とをい ろい ろと 聞いた 内容 があり ます ので、

質問 を準 備いた しま し た。ま ず、 地域 おこし 協力 隊制度 がで きた

背景と目的についてお伺いいたします。

○岡田議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 この 制度 でご ざいま すが 、都市 地域 への

人口 集中 ですと か、 あ るいは 過疎 化、 少子高 齢化 に伴う 地域 力低

下な どを 背景に でき た もので ござ いま して、 総務 省が平 成２ １年

度に 制定 をした 制度 で ありま す。 制度 の目的 、内 容でご ざい ます

けど も、 都市地 域か ら 生活拠 点を 移し た方を 地方 公共団 体が 隊員

とし て委 嘱をい たし ま す。そ して 、隊 員はそ れぞ れの地 で地 域活

性化 に向 けた活 動を 一 定期間 、こ れは ３年が 限度 でござ いま すが、

行っ てい ただき ます 。 また、 その 後の 隊員の 地域 への定 住、 定着

につ きま しても 、こ の 制度の 一つ の狙 いとさ れて いるも ので あり

ます。以上でございます。

○岡田議長 森谷議員。

○森 谷議 員 こ の制 度 は、平 成２ ７年 、いわ ゆる ２０１ ５年 から

当制 度が 活用さ れて る という ふう に伺 ってお りま す。総 合政 策部

長言 われ たよう に、 地 域活性 化に 向け た活動 が、 その目 的が 、地

域に なじ み、活 動の 成 果を出 して 、そ してま た任 期後、 定住 に向



けた準備をする期間であるというふうに伺っております。

次 に、 本市の 地域 お こし協 力隊 への 応募方 法に ついて お伺 いい

たします。

○岡田議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 応募 方法 でご ざいま すが 、本市 は、 これ

まで 市の ホーム ペー ジ で募集 を行 って きてご ざい ます。 業務 内容

や勤 務条 件など 、採 用 に関わ る情 報を 記載を いた しまし た募 集要

項を 掲載 しなが ら、 隊 員の募 集を 行っ てきて いる ところ であ りま

す。以上です。

○岡田議長 森谷議員。

○森 谷議 員 そ れで は 、次に 、鳥 取市 と米子 市の 地域お こし 協力

隊の 募集 人数、 そし て 採用人 数及 び男 女の人 数に ついて お伺 いい

たします。

○岡田議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 最初 に米 子市 でござ いま すが、 直近 ５年

間の 数字 を申し 上げ ま す。募 集数 が２ 名であ りま す。応 募数 は３

名、 そし て採用 数が ２ 名であ りま す。 この採 用数 の２名 の性 別内

訳で ござ います が、 女 性が１ 名、 男性 が１名 であ ります 。鳥 取市

につ きま しては 、募 集 が５名 、応 募が ５名、 採用 が５名 であ りま

す。 採用 ５名の 性別 の 内訳は 、女 性が ２名、 男性 ３名と 伺っ てお

ります。以上です。

○岡田議長 森谷議員。

○森 谷議 員 あ りが と うござ いま す。 これは 今年 、令和 ７年 ４月

４日 に総 務省の 地域 力 創造グ ルー プ地 域自立 応援 課、こ れが 令和

６年 度の 地域お こし 協 力隊の 定住 状況 等によ る調 査を行 いま して、



そのことを報告したいと思います。まず、令和４年は自治体数が 1,

１ １ ６ で 、 協 力 隊 の 隊 員 人 数 6,４ ４ ７ 名 、 そ れ か ら 令 和 ５ 年 が 1,

１ ６ ４ 、 同 じ で す ね 、 そ し て 隊 員 数 が 7,２ ０ ０ 名 と 、 ８ ０ ０ 名 程

度 増 え て お り ま す。 そ して昨 年、 令和 ６年が 1,１ ７ ６ 件 、 そ し て

隊 員 数 が 7,９ １ ０ 名 と い う こ と で 、 前 年 よ り ７ １ ０名増 えた とい

うこ とで 、全国 的に こ の地域 おこ し協 力隊を 取り 組んで いる とい

うこ とが 分かり ます 。 そして 、先 ほど 報告が あり ました けど も、

米子 市は 平均的 に２ 名 採用、 鳥取 市は ５名採 用だ という ふう に聞

いて おり ます。 そし て 、鳥取 県の 中で も特に 町村 でこの 地域 おこ

し協 力隊 を活発 に運 動 されて まし て、 琴浦町 と北 栄町は １１ 名、

江府 町は １０名 、日 南 町が９ 名等 々、 そうい うふ うに鳥 取県 にお

いても町村で頑張ってるということが分かります。

次 に、 鳥取市 と米 子 市の地 域お こし 協力隊 の配 属先と 任務 内容

をお伺いいたします。

○岡田議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 現隊 員に つい て、配 属先 、勤務 内容 につ

いて 御説 明、御 答弁 申 し上げ たい と思 います 。ま ず、米 子市 でご

ざい ます が、現 在は １ 名でご ざい ます 。配属 数は １名で あり まし

て、 配属 先が観 光課 で ござい ます が、 実際の 配置 先は米 子市 の観

光協 会で ござい ます 。 勤務内 容と いた しまし ては 、主に ＳＮ Ｓを

活用 した 地域の 情報 発 信に取 り組 んで いただ いて ござい ます 。例

えば 食文 化、牛 骨ラ ー メンで すと か４ ７５パ フェ など、 こう いっ

た地 域の 魅力発 信な ど 、お取 組を いた だいて ござ います 。鳥 取市

につ きま しては 、現 在 の配属 は５ 名で ありま す。 配属先 につ きま

して は、 いわゆ る合 併 前の旧 町村 部の 総合支 所に ５名の うち ４名



が配 属が なされ てご ざ います 。そ して 、その ４名 のうち ２名 は、

地元 のま ちづく り団 体 に配置 がな され ておる とい うふう に伺 って

おり ます 。勤務 内容 に つきま して は、 空き家 です とか、 ある いは

耕作 放棄 地など 、未 利 用資源 を活 用し ながら 地域 活性化 に取 り組

んでいるというふうに伺ってございます。以上です。

○岡田議長 森谷議員。

○森 谷議 員 あ りが と うござ いま す。 先ほど 言わ れたよ うに 、特

に鳥 取市 の場合 は、 合 併前の 旧町 村、 気高町 とか 用瀬町 とか 鹿野

町と か、 私も鹿 野町 の 方とも 交流 して おりま すけ ども、 非常 に地

域お こし 協力隊 が頑 張 ってる とい うふ うに聞 いて おりま す。 あと

国府町等々ですね。ありがとうございます。

次 に、 この地 域お こ し協力 隊の また 活動の 目的 が、地 方の 活性

化と いう ことと 同時 に 、任期 後の 定住 に向け た準 備をす る期 間、

これ が３ 年ぐら いで 定 住の準 備を する という こと も大き な目 的と

され てお ります 。そ こ でお伺 いい たし ます。 鳥取 市と本 市の 地域

おこ し協 力隊の 総数 と 、移住 定住 の実 績につ いて お伺い いた しま

す。

○岡田議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 まず 米子 市で ござい ます が、こ れま で平

成２ ７年 度から 採用 開 始をい たし てお りまし て、 総数は ９名 でご

ざい ます 。うち 現段 階 で、現 時点 にお いて定 住を されて る方 、定

着さ れて る方は １名 で ありま す。 鳥取 市は平 成２ ６年度 から 採用

の開 始を されて ござ い ます。 隊員 総数 は２２ 名。 そのう ち現 段階

で定着されていらっしゃる方が１０名と伺っております。

○岡田議長 森谷議員。



○森 谷議 員 こ れも 総 務省の 報告 なん ですけ ども 、任期 終了 後の

隊員 の動 向、い わゆ る 定住に つい て、 直近５ 年間 、平成 １１ 年か

ら令 和５ 年まで の間 に 任期終 了し た地 域おこ し協 力隊が 定住 した

とい う、 その調 査実 績 ですけ ども 、直 近の５ 年間 では 8,０ ３ ４ 人

が 定 住 さ れ た と 。 こ れ は 、 ほ ぼ６ 8.９ ％ の 割 合 で あ る と い う 報 告

が あ り ま し た。 この デ ータに より ます と、移 住定 住率は 鳥取 県に

おい ては ６ 4.７ ％ 。 で す か ら 、 大 体 ３ 名 採 用 さ れ たら２ 名は 移住

定住 して るとい う結 果 になっ てお りま す。そ うい う意味 では 、残

念な がら 米子市 は、 隊 員総数 ９名 、移 住定住 １名 。そし て鳥 取市

は、 先ほ ど言わ れた よ うに隊 員総 数が ２２名 で移 住定住 が１ ０名

とい うこ とです から 、 これを 見て も、 ほかの 町村 で移住 定住 率が

高いということが理解できると思います。

そ こで 、再質 問さ せ ていた だき ます けども 、移 住定住 につ いて

は総 合政 策部が 担当 さ れてい ると いう ふうに 理解 してお りま す。

定住 の視 点から 、こ の 地域お こし 協力 隊をも っと 積極的 に取 り組

むべ きだ という ふう に 思いま すけ れど も、御 所見 をお伺 いい たし

ます。

○岡田議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 これ まで の、 まず実 績で ござい ます が、

現在 、先 ほど申 し上 げ ました とお り、 定住さ れて る方、 定着 され

てる 方が 現段階 で１ 名 でござ いま すが 、隊員 とし ての任 期満 了後

に、 これ 以外の 方で も 一時的 に数 年間 定住さ れた 方も複 数名 いら

っし ゃる ところ でご ざ います 。そ の際 には、 配置 職場の ほう から

本人 の御 意向も よく 伺 いなが ら、 例え ば起業 する 際の国 の支 援制

度で すと か、そ うい っ たもの を御 案内 するな ど、 必要な サポ ート



は行 って きたと ころ で ありま す。 また 、現在 市外 に転出 され た方

にあ って も、継 続的 に 本市と の関 わり を持ち 続け ていた だい てる

方も 複数 名いら っし ゃ るとこ ろで あり ます。 こう いった よう に、

本市 とい たしま して は 、隊員 の定 住は もちろ んで ござい ます が、

関係 人口 として も継 続 的に関 わり を持 ってい ただ けるよ う取 組を

進め てき たとこ ろで ご ざいま して 、今 後とも 、こ の観点 も含 めま

して 、必 要なサ ポー ト は行っ てい きた いとい うふ うに考 えて ござ

います。以上であります。

○岡田議長 森谷議員。

○森 谷議 員 あ りが と うござ いま す。 それで は、 この質 問の 最後

ですけど、成果と課題と今後の取組についてお伺いいたします。

○岡田議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 まず 成果 でご ざいま すが 、平成 ２７ 年度

以降 、本 市とい たし ま しては 、継 続的 に隊員 を採 用して まい りま

した 。多 くは観 光分 野 で活躍 をい ただ いてお りま して、 ＳＮ Ｓを

上手 に活 用いた だき な がら情 報発 信の 強化、 ひい ては本 市の 認知

度向 上で すとか 、あ る いは誘 客促 進、 効果を 発揮 いただ いて るも

のと考えてございます。

一 方で は、や はり 課 題もご ざい まし て、大 きく ２点ご ざい ます。

やは り一 つは人 材で あ りまし て、 でき るだけ 有為 で、そ して 熱意

を持 った 方をこ れか ら も採用 し続 けた いとい うこ とが１ 点で あり

ます 。そ しても う１ 点 は、や はり 隊員 活動は ３年 という 限定 する

期間 でも ござい ます し 、県外 から お越 しの方 でも あると いう こと

で、 そう いった 皆様 方 ができ るだ け活 躍しや すい プロジ ェク トの

設定 とい うのも 非常 に 大事に なっ てく るとい うふ うに考 えて おり



ます。

そ うい ったこ とも 含 めまし て、 今後 につき まし ては、 まず は隊

員の 皆様 方が活 動が し やすい 、成 果が 出しや すい 、そう いっ たプ

ロジ ェク ト設定 を行 う ととも に、 極力 隊員の 皆様 方に期 待す る役

割と いう のを明 確化 し てまい りた いと いうふ うに 考えて ござ いま

す。 その 上で、 移住 交 流推進 機構 とい う全国 組織 がござ いま すが、

そこ のポ ータル サイ ト もござ いま す。 これは 地域 おこし 協力 隊に

なろ うと される 方が 非 常にア クセ スが 多いサ イト でござ いま すが、

そう いっ たサイ トを 活 用した 募集 も行 いなが ら、 効果的 な情 報発

信を 行っ てまい りた い という ふう に考 えてご ざい ます。 以上 であ

ります。

○岡田議長 森谷議員。

○森 谷議 員 す みま せ ん、関 連質 問と して、 最後 、質問 させ てい

ただ きま す。時 代を 変 革する のは 、若 者、ば か者 、よそ 者と よく

言わ れて おりま す。 そ ういう 意味 で、 地域お こし 協力隊 は、 まさ

に若 い青 年が地 域の た めに頑 張っ てい ただき ます ので、 また 大体

県外 から 派遣さ れて こ られま すの で、 まさに この 若者、 ばか 者、

よそ 者、 この３ つの 状 況にマ ッチ した 人材こ そ地 域おこ し協 力隊

であ ると いうふ うに 思 います ので 、ぜ ひ、地 域お こし協 力隊 を積

極的に活用していただけたらというふうに思っております。

そ れで 、最後 に、 先 ほど鳥 取市 の報 告があ りま したけ れど も、

鳥取 市も 合併し たと き に周辺 の町 と、 気高と か青 谷とか 、そ うい

った とこ ろに特 に地 域 おこし 協力 隊を 派遣さ れて 、大き な成 果を

上げ てお られま す。 そ ういう 観点 から して米 子市 に照ら して みま

すと 、平 成の大 合併 を した淀 江町 に地 域おこ し協 力隊を 派遣 する



とい うこ とも一 つの 効 果では ない かと いうふ うに 考えて おり ます

けども、所見をお願いいたします。

○岡田議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 本市 にお きま しては 、こ れまで 市域 全体

のＰ Ｒで すとか 誘客 促 進など をテ ーマ にプロ ジェ クトの 設定 を行

って まい りまし た。 鳥 取市の 事例 の御 紹介も ござ いまし たが 、い

ろん な目 的がご ざい ま す。目 的に 応じ まして 、自 治体ご とで 制度

の活 用の 方法と いう の も異な って きて いるも のと 考えて いる とこ

ろで あり ます。 本市 と いたし まし ては 、先ほ ど御 答弁申 し上 げま

した とお り、ま ずは 各 種ござ いま す喫 緊の地 域課 題の中 から 、隊

員活 動が 生かし やす い 、そう いっ た地 域課題 の設 定、プ ロジ ェク

ト課 題の 設定を 行っ て まいり たい と考 えてご ざい ます。 その 中で、

御提 案に ござい まし た 旧淀江 町の 隊員 の配置 、ひ いては 旧淀 江町

の固 有の 地域課 題と い う視点 につ いて も、併 せて 今後検 討の ポイ

ント とし て加味 して ま いりた いと いう ふうに 考え てござ いま す。

以上でございます。

○岡田議長 森谷議員。

○森 谷議 員 あ りが と うござ いま す。 淀江町 とい うこと 、ち ょっ

とあ えて 言いま した の は、本 当、 何も 淀江町 だけ でない んで すけ

ども 、先 ほどの 農業 と いう面 では 弓浜 半島と か、 中心市 街地 以外

の周 辺地 域にこ うい っ た若い 活力 のあ る地域 おこ し協力 隊を 配置

する こと によっ て、 ま た違っ た一 つの 大きな 変化 、動き が出 てく

るの では ないか とい う ふうに 期待 して おりま すの で、今 後と も、

またぜひ御検討をよろしくお願いいたします。

続 きま して、 第２ の 質問を させ てい ただき ます 。家庭 と学 校以



外の中高生の居場所についてでございます。

ま ず最 初に、 みん な でつく るこ ども まんな か社 会につ いて 、こ

れは よな ごっこ 未来 計 画とい うも のを 配信し てい ただい てお りま

すけ ども 、この 未来 計 画の内 容の 中で こども まん なか社 会が 目指

している施策と目標について、まずお伺いいたします。

○岡田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 施策 と目 標に ついて でご ざいま すが 、こ

ども まん なか社 会と は 、全て の子 ども 、若者 が、 身体的 、精 神的、

社会 的に 幸福な 生活 を 送るこ とが でき る社会 でご ざいま して 、こ

のこ ども まんな か社 会 を実現 する ため に、本 市で は、子 ども 、若

者、 妊産 婦、子 育て 当 事者を 対象 に、 子ども 、若 者のラ イフ ステ

ージ に応 じた９ つの 政 策を重 点施 策と いたし まし て取り 組む こと

とし てお ります 。重 点 施策へ の取 組に 通じま して 、計画 の基 本理

念で ある 、「こ ども を 生み育 てる こと に希望 が持 て、こ ども ・若

者が 心豊 かにの びの び と成長 ・自 立で きるま ち、 よなご 」を 実現

することを目標としております。

○岡田議長 森谷議員。

○森 谷議 員 午 前中 に 森田議 員の 質問 にもあ りま したけ れど も、

子ど もた ちの遊 び場 、 居場所 とい う質 問がご ざい まして 、ま たこ

ども 総本 部長が 答弁 い ただき まし た。 子ども たち の中で も幼 児と

か小 学生 、こう いっ た 児童以 上に 、特 に中高 生、 こうい った 世代

の居 場所 がどう なの か という こと が私 の中で 常々 意識が ある もの

ですから、そのことについて質問させていただきます。

子 ども たちの 居場 所 づくり は、 特に 中高生 、ま たは大 学生 です

ね、 こう いった 世代 が オープ ンで 気兼 ねなく 集う ことが でき る環



境、 これ が米子 市に 必 要であ ると いう ふうに 思っ ており ます 。境

港市 でな らばみ なと テ ラス、 南部 町な らばキ ナル なんぶ 、日 吉津

はヴ ィレ ステひ えづ な ど、近 くの 市町 村では そう いった 図書 館と

併用 した ような 、特 に 中高生 が憩 うこ とでき るそ ういっ た空 間、

場所 を提 供して ると い うふう に思 いま すので 、ま ず、こ の本 市に

おけ る家 庭、学 校以 外 の中高 生の 居場 所につ いて お伺い いた しま

す。

○岡田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 中学 生や 高校 生の居 場所 の現状 につ いて

でご ざい ますが 、中 学 生、高 校生 の居 場所と いた しまし ては 、公

共施 設に ついて いい ま すと、 例え ば自 習スペ ース として 市立 図書

館が 利用 されて いる ほ か、目 的に 応じ まして 児童 文化セ ンタ ー、

文化 活動 館、各 地域 の 公民館 など が利 用され てい るとこ ろで ござ

います。

○岡田議長 森谷議員。

○森 谷議 員 今 、国 の ほうも 第三 の居 場所と いう ことで いろ いろ

と取 り組 んでお られ る ようで すけ れど も、先 ほど こども 総本 部長

が言 われ ました けれ ど も、例 えば 児童 文化セ ンタ ー、こ れは 私も

孫を 連れ て時々 行く ん ですけ ども 、ほ とんど 幼児 とか小 学生 が大

半で あっ て、中 高生 の 姿をな かな か見 ること はな いとい うの が私

の感 想で ござい ます 。 文化活 動館 にお いても 、い ろんな 講座 とか

そう いっ たこと では 活 用され てる と思 います けれ ども、 場所 的に

も含 めて 中高生 が利 用 してる とい うふ うには 、ま たいろ んな 課題

があ ると いうふ うに 思 います 。ぜ ひ、 これを 米子 市とし ても また

考えていただきたいなというふうに思っております。



そ こで 、一つ のお 願 いとい うか 、提 案です けど も、３ 番目 の質

問と して 、米子 駅周 辺 の中高 生の 居場 所づく りに ついて 質問 した

いと 思い ます。 米子 駅 のがい なロ ード が完成 しま して、 南北 自由

通路 がで きまし た。 現 在、北 側を 考え てみま すと 、医大 に向 かう

メイ ン道 路、こ こは ホ テル、 居酒 屋、 飲食な どで 主に構 成さ れて

おり まし て、中 高生 、 若者が 集う 場所 がなか なか 見当た らな いと

いう のが 私の感 想で ご ざいま す。 先日 、米子 駅で 、県外 、こ れ兵

庫県 から 盆で帰 省し た 学生に たま たま 出会っ て話 をしま した 。そ

のと き学 生は、 米子 は 若者が 集ま って おしゃ べり したり 、わ いわ

いす る場 所が少 ない で すねと いう こと を言っ てお りまし た。 歩い

て楽 しい まちづ くり を 推進し てい くた めにも 、そ のまち の活 気と

いう のは 、特に 米子 の 場合は 中高 生、 学生、 こう いった 若者 たち

が集 って 、そこ に一 つ の熱量 とい うか 、空気 が生 まれて くる と思

いま す。 そうい った 意 味で、 特に 、米 子市中 高生 の楽し く居 心地

のい い空 間をど うつ く り出す かと いう ことが 大切 である とい うふ

うに考えております。

そ こで 、質問 させ て いただ きま す。 ＪＲ米 子駅 を起点 とし た歩

いて 楽し いまち づく り の推進 の観 点か らも、 米子 市周辺 に中 高生

の居 場所 づくり は必 要 かと考 えて おり ます。 御所 見をお 願い いた

します。

○岡田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 米子 駅周 辺の 中学生 、高 校生の 居場 所づ

くり につ いてで ござ い ますが 、米 子駅 周辺は 多く の学生 が通 学な

どで 行き 来する 場で ご ざいま して 、放 課後や 休日 には、 大規 模小

売店 舗を 含む民 間施 設 を多く の中 学生 、高校 生が 既に利 用し てお



られ 、居 場所と なっ て いると ころ でご ざいま す。 歩いて 楽し いま

ちづ くり の推進 を目 的 としま した 米子 駅周辺 の活 用につ きま して

は、 交通 機能の 強化 や 民間投 資の 促進 、観光 客や 市民の 回遊 性と

にぎ わい の創出 など 、 様々な 視点 で検 討して いる ところ でご ざい

ます 。今 後もニ ーズ に 応じま して 関係 各課や 関係 団体と 連携 しな

がら 、既 存の施 設の 有 効活用 など 、中 学生、 高校 生の居 場所 づく

りにつきましては考えてまいりたいと思います。

○岡田議長 森谷議員。

○森谷議員 ぜひ積極的に、よろしくお願いいたします。

大要３点目でございます。

○岡 田議 長 森 谷議 員 、いい です か、 １回ち ょっ と休憩 させ てく

ださい。

すみません、暫時休憩をいたします。

午後２時５０分 休憩

午後３時０３分 再開

○岡 田議 長 休 憩前 に 引き続 き会 議を 開き、 市政 一般に 対す る質

問を続行いたします。

森谷議員。

○森 谷議 員 そ れで は 、大要 ３点 目の 質問を させ ていた だき ます。

家庭教育の充実についてでございます。

こ れは 、令和 ７年 度 第１回 米子 市総 合教育 会議 が５階 の議 会第

２会 議室 で行わ れま し て、私 、そ の会 議に傍 聴さ せてい ただ きま

した 。年 ２回開 催さ れ ており ます けれ ども、 とて も有意 義な 内容

であ った という ふう に 、そう いう 感想 でござ いま す。市 長が 座長

役と して 、４人 の外 部 有識者 の委 員の 方の意 見や 要望を しっ かり



受け 止め られ、 かつ 今 後の本 市と して のビジ ョン 、方向 性を 提示

され てお られま した 。 そこで 、市 長と 教育長 のこ の会議 の総 括を

お聞きしたいと思います。よろしくお願いいたします。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 総 合教 育 会議に つい ての 総括で ござ います が、 先般

の会 議に おきま して は 、本市 が重 点的 に推進 をし ており ます 教育

の充 実と 子育て しや す いまち づく りに 向けて 、今 まさに 対応 しな

けれ ばな らない 家庭 教 育の充 実や 部活 動の改 革、 そして 不登 校へ

の対 応、 これら をテ ー マに、 教育 長を はじめ とす る教育 委員 の皆

様と 意見 交換を 行っ た ところ でご ざい ました 。そ の中で も、 例え

ば校 内サ ポート 教室 の 充実が 望ま れる など、 多く の有益 な御 意見

をい ただ いたと ころ で ありま して 、対 応でき るも のから 速や かに

取り かか ってま いり た いと考 えて おり ます。 また 、これ まで 議論

をし てき たテー マの 中 でも、 例え ば不 登校対 策に つきま して は、

小学 校に おける 新規 の 不登校 数の 減少 に一定 の成 果が出 始め てい

ると こで ござい ます の で、今 後と もこ の会議 にお ける議 論を 一つ

の糧 とし まして 、市 長 部局と 教育 委員 会が一 体と なった 教育 行政

の推進を目指してまいります。

○岡田議長 浦林教育長。

○浦 林教 育長 続き ま して、 私の ほう からお 答え をいた しま す。

この 会議 では、 今回 は 家庭教 育支 援、 部活動 の改 革、不 登校 への

対応 の３ つの重 要な テ ーマに つき まし て、教 育委 員と市 長と で活

発な 、そ して建 設的 な 議論が でき たと いうふ うに 感じて おり ます。

この ３つ の分野 に共 通 します のは 、子 ども一 人一 人の多 様な 育ち

を尊 重し 、地域 や家 庭 、また 学校 が一 体とな って 支えて いく 必要



があ ると いう視 点で ご ざいま す。 この たびの 議論 を踏ま えま して、

今後 さら に各施 策を 具 体的で 実効 性の ある、 そう いった 取組 につ

なげていきたいと、このように考えております。

○岡田議長 森谷議員。

○森 谷議 員 あ りが と うござ いま す。 市長部 局と 教育委 員会 が一

体と なっ て教育 行政 の 推進を 図っ てい くとい うこ とと、 また 地域、

家庭 、学 校が一 体と な って支 援し てい くとい う、 本当に 前向 きな

答弁をいただきました。

次 、家 庭教育 の充 実 につい ての 質問 に入り ます けれど も、 本当、

先ほ ど教 育長が 言わ れ たよう に３ つの テーマ で、 ほぼ３ ０分 ずつ

です かね 、非常 に有 意 義な意 見交 換が された と思 ってお りま すけ

れど も、 この３ つの テ ーマの 中で 、家 庭教育 の充 実とい う内 容と、

もう 一つ 、３つ 目が 不 登校対 応の 現状 と今後 につ いてと いう 内容

が、 これ 非常に 家庭 教 育とい うこ とと 不登校 問題 、これ はい ろん

な面 でつ ながっ てる 、 関連し てる とい うふう に思 います ので 、こ

のことについて質問していきたいと思います。

そ れで 、その とき 提 示され た３ 枚の 資料の 中で 、家庭 教育 の充

実と 、そ れから 不登 校 対応の 現状 と課 題の２ つの 中で、 特に 不登

校対 応の 現状と 課題 、 この２ の学 年別 不登校 児童 生徒数 、こ れ平

成３ ０年 から令 和６ 年 のデー タ、 資料 を提示 した いと思 いま す。

数字 です ので、 ちょ っ とほと んど 、見 づらい です かね、 手元 のタ

ブレ ット には載 せて お ります ので 見て いただ きた いと思 いま すけ

れど も、 これを 見て 、 非常に 小学 校６ 年生と 中学 校３年 生で 不登

校数 が減 少した とい う ことの 評価 がご ざいま した 。私、 平成 ３０

年か ら令 和６年 のこ の 数字を 見る 中で 、例え ば今 年、中 学校 ３年



生が 卒業 ８９名 、そ れ とその 前年 が、 令和５ 年が １０３ 名と いう

こと で、 本当に かな り 、１４ 名、 不登 校の生 徒数 が減っ てる とい

うの は本 当に大 きな 努 力とい うか 、成 果であ った という ふう に思

いま す。 と同時 に、 １ 年生の とき は、 令和４ 年、 これ不 登校 数は

６３ 名。 ですか ら中 学 校に入 学し たと きが６ ３名 で、３ 年の とき

は８ ９名 という 面で は 、そう いう 意味 では、 まだ 小学校 のと きも

ずっ と見 ていた だく と 分かり ます けど も、小 学校 ３年生 のと きは

８名 、そ れが進 級し て １７名 、２ ９名 、４４ 名、 ６３名 、１ ０３

名、 ８９ 名とい うこ と で、ど の年 代に おいて も、 小学校 から だん

だん 中学 校卒業 に至 る 過程に おい ては 不登校 の児 童生徒 数は 増え

てると。これは全国的な傾向でもございます。

そ うい った意 味で 、 この表 から も、 本当、 この 不登校 児童 生徒、

本市 のみ ならず 全国 的 な傾向 でも ある んです けど も、こ の資 料を

基に 近年 の不登 校児 童 生徒数 の状 況に 関する 報告 があり まし たの

で、 これ に関す る説 明 の概要 と不 登校 の要因 につ いてお 伺い した

いと思います。

○岡田議長 浦林教育長。

○浦 林教 育長 本市 の 不登校 児童 生徒 数の状 況、 そして また 、そ

の要 因に ついて のお 尋 ねでご ざい ます 。本市 の不 登校の 状況 を説

明し ます と、不 登校 児 童生徒 数の 総数 は年々 増加 傾向に ござ いま

した けれ ども、 今御 紹 介いた だき まし たよう に、 昨年度 にお きま

して は、 中学校 は若 干 増えて おり まし たけれ ども 、小学 校の ほう

では 、本 当に僅 かで は ありま すけ れど も減少 する 、そう いっ た結

果で ござ いまし た。 ま た、先 ほど グラ フのほ うで 示して くだ さい

まし たが 、前の 年度 と の比較 で減 少し ている 学年 という のも ２つ



ござ いま して、 これ は 今まで 見ら れな かった 状況 も出て きて いる

とい うこ とで、 これ ま での取 組の 成果 の一つ であ るので はな いか

というふうに捉えております。

そ れか ら、学 年が 上 がるほ ど不 登校 が増え てい く、議 員の ほう

から も御 紹介い ただ き ました けれ ども 、これ は本 市もで すし 、全

国的 にも そうで ござ い ます。 でも 、そ うした こと から、 やは り小

学校 低学 年の発 生を で きるだ け少 なく したい とい うふう に考 えて

おり ます 。その ため 、 これま でス ター トカリ キュ ラムを 整備 した

り、 １年 生アド バイ ザ ーを活 用、 そう いった こと を努め てま いり

まし た。 そして 今年 度 は、オ ープ ンス クール の中 で保護 者に 対し

まし て、 家庭で の子 ど もの関 わり につ いて気 をつ けてい ただ きた

いこ とと いうよ うな も のをプ レゼ ンテ ーショ ンを 使って お伝 えす

るなど、新たな取組も行ったところでございます。

不 登校 が生じ る要 因 、これ は様 々で ありま して 、学校 環境 に対

する 不適 応です とか 心 理的要 因、 家庭 環境の 影響 などな どで ござ

いま す。 こうし た中 、 特に小 学校 低学 年にお きま しては 、幼 保、

認定 こど も園や 家庭 と の連携 の重 要性 を感じ てい るとこ ろで ござ

いま して 、引き 続き こ ども総 本部 と一 体とな って 、家庭 教育 の充

実を 含め たさら なる 取 組の充 実、 そし て支援 体制 の強化 に努 めて

いきたいと考えております。

○岡田議長 森谷議員。

○森 谷議 員 あ りが と うござ いま す。 私がこ うし てこの 場で こう

いっ たデ ータを 紹介 し ており ます けれ ども、 もち ろん教 育委 員会、

そし て学 校側、 そし て こども 総本 部の 皆様が 本当 、最大 限努 力さ

れて るこ とは十 分に 理 解して おり ます 。と同 時に 、この 不登 校問



題は 全国 的にも 、先 ほ ど言い まし た本 市も年 々増 えてる とい う現

実も ござ います 。本 当 に不登 校対 応の 難しさ を改 めて痛 感し てお

ります。

そ こで 、先ほ ど教 育 長の答 弁に もあ りまし たけ れども 、保 護者

に対 し、 家庭で の子 ど もたち との 関わ り方に つい ていろ いろ 指導

して いる とか、 家庭 と の連携 の重 要性 を感じ てる とこで ある とい

うふ うに お言葉 をい た だきま した けれ ども、 そし て、不 登校 児童

生徒 の要 因とし て、 学 校環境 に対 する 不適応 や心 理的要 因、 また

家庭 環境 の影響 など と いう、 また 答弁 もござ いま した。 文部 科学

省委 託事 業の不 登校 の 要因分 析に 関す る調査 研究 、この 報告 によ

りま すと 、不登 校と 関 連が見 られ る要 因とし て、 いじめ 被害 、友

人関 係ト ラブル 、仲 の よい友 達が いな い、先 生と 合わな い、 先生

から 激し く叱ら れた 、 宿題が でき ない 、体の 不調 、眠れ ない 、朝

起き れな い、親 と仲 が 悪いな どの 要因 が報告 され ており ます 。こ

れら の様 々な要 因の 中 でも、 家庭 環境 の影響 とい うのは 大き な要

因だというふうに考えております。

そ こで 、もう 一つ の 資料を 提示 した いと思 いま す。こ の総 合教

育会 議の 一番最 初の テ ーマが 、家 庭教 育の充 実に ついて でご ざい

まし た。 本当に 字が 小 さいか と思 いま すけれ ども 、この 家庭 教育

の充 実に ついて の一 番 上のこ こに 、家 庭教育 の重 要性と いう こと

でま とめ ておら れま す 。一言 言い ます と、家 庭教 育は、 子ど もの

人格 形成 や生活 習慣 の 基盤を 築く 重要 な役割 を担 ってい る。 教育

基本 法第 １０条 第１ 項 は、保 護者 が子 どもの 教育 の第一 義的 責任

者で ある と定め 、第 ２ 項は、 国や 地方 公共団 体が 家庭教 育の 支援

に努 める 義務を 示し て いると 。こ こで 、家庭 と社 会が連 帯し て子



ども を育 てる重 要性 を 強調さ れて いる という ふう にまと めて あり

ます 。そ ういう 意味 で 、保護 者が 子ど もたち の教 育の第 一義 的責

任、 この 言葉は 非常 に 重いと いい ます か、意 味が あるか と思 いま

す。

そ して 、この 家庭 教 育の充 実の とき の意見 交換 の場で 、早 寝早

起き 朝ご はん及 びそ う だね運 動の 推進 という こと で、ま た委 員の

皆様 から のいろ んな 意 見も出 てお りま した。 この 中で、 今後 の取

組と いう 中で、 まず 、 基本的 生活 習慣 の形成 、早 寝早起 き朝 ごは

んの 実施 推進、 促進 、 そして 親子 の信 頼関係 づく り、そ うだ ね運

動の 推進 という こと で 、特に 生活 習慣 の形成 、そ れから 親子 の信

頼関 係づ くりと いう こ とが特 に具 体的 に述べ てお られま した 。改

めて 、本 当に家 庭教 育 の重要 性と いう ことを 特に 理解で きた んで

すけ ども 、家庭 教育 と いうの は子 ども たちの ため の指導 、内 容だ

と思 いが ちです けど も 、もち ろん その 目的と 同時 に、保 護者 に対

する 家庭 教育、 親が 親 として 成長 する ための 教育 を意味 して おり

ます。

そ こで 、市長 にお 伺 いいた しま すけ れども 、米 子市民 に対 して、

保護 者に 対して 家庭 教 育の重 要性 を強 く理解 し認 識して もら うた

めに も、 より強 いメ ッ セージ を発 信し ていく 必要 がある かと 思い

ます 。本 市が全 国に 先 駆けて 家庭 教育 充実と 推進 の都市 宣言 を宣

布し たら と考え てお り ますけ れど も、 市長の 見解 をお伺 いい たし

ます。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 教 育の 様 々な問 題、 課題 という もの はいろ いろ ある

わけ でご ざいま すけ れ ども、 昔か ら、 教育は 家庭 、地域 、そ して



学校 と、 それぞ れに 役 割があ って 、そ れぞれ 重要 である とい うこ

とが 言わ れてき たわ け ですが 、昨 今、 やはり 大き な課題 とい うも

のは 、そ の多く が学 校 での課 題と いう ふうに 語ら れる部 分が ある

わけ です が、実 は議 員 指摘の とお り、 家庭に おけ る教育 とい うも

のの 役割 の重要 性、 こ れも大 変重 要な ものが ある という こと で、

今、 教育 委員会 を通 じ まして 、様 々な 情報発 信を 各御家 庭に 対し

てや って いると いう と ころで ござ いま す。そ うい う意味 で、 我々

とい たし まして 、家 庭 教育の 重要 性、 これは 十分 に認識 をし てい

ると こで ござい ます が 、やは りそ の課 題は何 かと いいま すと 、そ

れを いか に各御 家庭 に 伝えて いく のか という とこ ろだと 思い ます。

もち ろん 広報媒 体や い ろんな 形で 発信 という もの はして いる わけ

でご ざい ますけ ども 、 例えば ＰＴ Ａの 会合と か、 そうい った とこ

でも いろ いろと 話を さ れてる と伺 って おりま すが 、なか なか そう

した 会合 に出ら れに く い方も ある とい うふう に伺 ってお りま すし、

広報 媒体 も手に 取っ て いただ けな い可 能性と いう ものも 十分 想定

して いる とこで ござ い ます。 そう した ところ で、 そうい った 家庭

に対 して 、いか にち ゃ んとこ うし た情 報を届 け切 るかと いう とこ

ろが大変重要だというふうに認識をしております。

議 員が 言われ るよ う に、宣 言を する という こと 自体は 、私 とし

て否 定を するも ので は ござい ませ んけ れども 、そ の宣言 をす るし

ない にか かわら ず、 や はりど のよ うに 具体的 かつ 効果的 に家 庭に

対し て働 きかけ がで き るのか 、ま たは 家庭の ほう で自発 的に 家庭

教育 の重 要性を 認識 し て、そ れぞ れの 御家庭 で対 応して いた だけ

るの か、 その辺 りが 重 要だと いう ふう に考え てお ります ので 、今

後も その 辺り、 よく よ く気を 払い なが ら取組 を進 めてい きた いと



考えております。

○岡田議長 森谷議員。

○森 谷議 員 あ りが と うござ いま した 。矢田 貝議 員の質 問の 中で

も親 育て 支援と いう 言 葉があ りま した けれど も、 本当に 子育 て以

上に 、親 が結婚 して 子 どもを 授か って 、会議 の場 でも委 員の 方が

言わ れて ました けど 、 親自身 が成 長し ていか なき ゃいけ ない んだ

とい う、 そうい う面 で 、本当 にし っか りと行 政的 にも親 教育 、親

支援 をお 願いし たい と 思いま す。 成人 した大 人で も、私 生活 が乱

れま すと 、社会 活動 、 仕事に 少な から ず影響 が出 てまい りま す。

まし てや 子ども たち に おいて 、家 庭で の生活 習慣 、生活 環境 が学

校な どに 影響を 与え る と思い ます ので 、この 家庭 教育充 実、 これ

を具 体的 にまた 本市 か らも様 々に 発信 してい ただ くこと を要 望い

たし まし て、私 の質 問 を終え たい と思 います 。あ りがと うご ざい

ました。


